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牟礼笑楽考  
笑顔で 楽しく 考える 

学校教育目標 「二つの『じりつ』（自立と自律）を身に付けようとする児童の育成」 
 

新しい年もよろしくお願いします 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育参観日 
 

 

 

 

11月22日（水）多様性について考える人権教育参観日を実施しまし

た。多くの保護者の方にご参観いただき、多くの大変有難いお気付きを

ありがとうございます。教職員全員で回覧しました。 

授業後は、保護者の方々と４．５．６年生が「ここいろhiroshima」の

お二人の講演を聴きました。「ここいろhiroshima」で目指されている

「だれもが自分らしさを表現できる世界の実現」について伺い、子ども

たちも「自分や友達のありのままを大切にすること」を学ぶことができ

ました。今回それぞれが感じたことを、これからの生活の中の言葉や行

動で表していきたいと思います。 

【保護者の方のお気付き】（一部のみ掲載しました。） 

・素直でやわらかい心の今、たくさんのことを吸収して、やさしい心、差別のない心がすくすく育っていくと良いなと

思います。 

・偏見をなくすよい授業だった。心と身体も成長していくにつれ、そういったことがだんだん薄れていくため、一年に

一回授業に組み込まれるとよいと感じた。 

・自分とは違う価値観をもっている人を理解することができ、みんなそれぞれ違っていいんだと考えられたことがよか

った。 

・自分も含め、他者を大切にする、尊重する、受け入れることができれば、いじめや差別もなくなるのだろうと思いま

す。そして、自分の子にも、人と違っても恥ずかしいことは何もないよ、と教えてあげられるようになりたいと思い

ました。 

・今までは、ＬＧＢＴは、人任せでしたが、現在は、正しく理解し、生きやすい環境をみんなで整えて行くことが大切

だと思います。一人一人の意識を変えて、理解しようと寄り添うことが大切です。小学生からＬＧＢＴなど人権につ

いて学ぶことは、とてもよいことだと思います。 

・子どもたちの感想がビデオを見る前と後では、違っていました。多様性について理解ができている姿を見て、これか

らも続けてほしい授業だと思いました。 

・日頃の生活の中でも無意識に男女の区別をつけているなと思いました。今日の授業で子どもたちだけでなく、私たち

大人の方が性の多様性のあり方を考え、お互いを尊重し合っていかなければいけないなと考えさせられました。 

 

新しい年、令和６年 2024年が始まります。 

11月28日（火）は、牟礼地域にとてもうれしいニュースが広がりました。 

牟礼郷土史継承会（大田和子会長）のみなさまが山口県文化財保護功労者賞を

受賞されました。1977年から、子どもたちに地元の歴史や文化を伝えようと郷

土資料の収集や保存に努めたことが評価されたそうです。 

 

 

 

1月１９日（金）は、参観授業です。5年生は、学力向上をめざし、地域・保護者の方と熟議をする予定です。お待ちしています。 

牟礼郷土史継承会のみなさまは、5年生の田植え・どろんこ遊びに始まり、稲刈り、ウォークラリ

ー集会のコーナー、6年生の農業文化体験、3年生の昔の道具体験など、牟礼小全ての子どもたちの

ために活動されています。大田和子会長は、「これからも地域の人たち、防府市全体の人たち、大き

く言えば日本人全体で考えていってもらいたい」とニュースの中で、地元の歴史や文化を大切にする

ことについて、お話しになっていました。 

新しい年も、子どもたちのために尽くしてくださっている牟礼郷土史継承会のみなさまに感謝し、

地域のよさを学んでいきたいと思います。 

 

 


